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優
秀
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材
を
育
成
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ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
「
ア
ム
ダ
国
際
福
祉
澗
星
団
」
が
運
営
、
哲
多
町
が
設

置
す
る
「
公
設
国
際
貢
献
大
学
校
」
　
（
校
長
・
回
読
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
）
が
固
町
田
沢
に
完
成
し
、
８

日
に
開
校
式
が
あ
っ
た
。
固
紋
は
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
旅
す
る
研
修
施
設
で
、
来
年
心
か
ら
本
格

的
に
専
門
家
養
成
に
取
０
組
む
。

　
３
月
末
に
閉
校
し
た
町
立

大
田
小
学
校
の
校
舎
を
使

用
。
約
７
５
０
０
万
円
か
け

て
、
木
造
半
肩
建
て
約
１
千

平
方
群
を
政
談
し
、
教
室
や

食
堂
、
宿
泊
施
設
を
校
僕
し

か
。
体
育
館
は
防
災
訓
練
シ

ェ
ル
タ
ー
ー
ー
・
に
し
、
災
害
放
校

の
訓
練
な
ど
に
使
う
。

　
闘
技
は
、
災
宍
発
生
時
に

現
地
へ
救
援
隊
を
派
遣
す
る

　
「
国
際
緊
急
救
援
」
、
半
年

か
ら
３
汪
の
研
修
で
世
界

に
通
用
す
る
国
際
貢
献
の
専

門
家
を
八
戒
す
る
「
大
学
校

専
門
研
修
」
、
学
校
な
ど
に

国
際
理
解
や
加
硫
半
白
の

場
を
提
供
す
る
「
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
」
の
３
享
楽

を
往
と
す
る
。
教
授
は
駐
日

大
使
や
医
師
ら
5
1
人
で
川
竹

に
決
定
。
社
会
人
を
対
象
に

研
修
士
を
年
内
に
募
築
す

る
。

　
開
校
式
に
は
石
井
正
弘
知

事
ら
約
↓
２
０
人
が
出
席
。

菅
波
校
長
は
「
海
外
と
の
巡

視
で
、

2 1
世
紀
の
国
際
社
会

の
往
々
な
問
題
を
解
決
す
る

優
秀
な
人
材
育
成
に
役
立
ち

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の

後
、
竹
元
武
士
町
長
、
苛
波

校
長
、
石
井
知
事
の
３
人
で

校
舎
の
玄
関
に
「
国
際
貢
献

大
学
校
」
と
書
い
た
門
礼
を

掲
げ
た
。

　
ま
た
、
同
校
は
土
学
年

2 5

人
以
下
の
全
国
の
小
規
模

な
小
、
中
学
校
を
対
象
に
、

修
学
旅
行
の
一
環
と
し
て
、

土
ヤ
白
の
研
修
を
施
設
使

用
料
と
食
費
を
無
料
で
受

け
入
れ
る
。
年
門
先
谷

1 0

校
。
問
い
合
わ
せ
は
同
校

　
（
ｏ
ｕ
ｎ
ｏ
Ｒ
）
７
１
●
ｑ
ｘ
ｏ
ｅ
ｎ
／
】
ｎ
Ｕ

６
言
。

災
害
救
援
訓
練
へ

体
育
館
な
ど
改
造

校
舎
に
門
杜
を
設
置
す
る
苛
波
校
長
ら
（
左
）
＝
哲
多
町
田
淵
の
国
際
口
証
大
学
校
で
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